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 読書は一人で静かに楽しむもの。本を通じて自分と向き合うこともできる、個人的な行為で

す。しかし、他の方法でも本を楽しむ人も増えています。読書の秋に、新しい本との出会いを

してみませんか？ 

 

 「
昔
、
読
書
が
趣
味
だ
っ
た
あ
な
た
へ
」 

 

子
ど
も
の
頃
は
、
あ
ま
り
外
に
出
て
遊
ぶ
方
で
は
な
く
、

暇
さ
え
あ
れ
ば
本
を
読
ん
で
い
る
よ
う
な
子
ど
も
で
し

た
。
本
と
い
っ
て
も
い
わ
ゆ
る
雑
誌
が
主
で
、
そ
の
後
成
長

す
る
に
つ
れ
て
、
絵
や
写
真
の
占
め
る
割
合
が
減
っ
て
い

き
、
文
字
だ
け
の
本
に
親
し
む
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

し
か
し
、
現
在
は
情
け
な
く
も
老
眼
の
影
響
も
あ
り
、
読

書
を
す
る
時
間
よ
り
も
圧
倒
的
に
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
Ｐ

Ｃ
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
画
面
か
ら
情
報
を
得
る
時
間
が
増
え
ま

し
た
。
本
紙
を
手
に
取
っ
て
い
る
方
の
中
に
も
同
じ
よ
う

な
こ
と
を
感
じ
て
い
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
？ 

 

そ
ん
な
私
の
よ
う
に
、
以
前
に
比
べ
る
と
最
近
本
は
読

ん
で
い
な
い
な
あ
と
い
う
人
に
こ
そ
ぜ
ひ
図
書
館
に
足
を

運
ん
で
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。
聖
籠
町
立
図
書
館
に

は
普
段
の
忙
し
さ
と
違
っ
た
静
か
な
空
間
の
中
、
ゆ
っ
た

り
と
し
た
時
間
が
流
れ
て
い
る
こ
と
を
感
じ
ら
れ
る
筈
で

す
。 

 

最
初
か
ら
分
厚
く
内
容
が
高
尚
な
本
に
挑
戦
せ
ず
、
雑

誌
や
新
聞
な
ど
に
目
を
と
お
し
て
い
た
だ
く
の
も
い
い
と

思
い
ま
す
。
膨
大
な
蔵
書
が
並
ぶ
書
架
を
見
て
い
る
う
ち

に
読
み
た
く
な
る
本
が
見
つ
か
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た

お
目
当
て
の
本
が
無
け
れ
ば
、
他
の
図
書
館
か
ら
検
索
し

た
り
、
リ
ク
エ
ス
ト
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

 

聖
籠
町
立
図
書
館
は
あ
な
た
の
図
書
館
で
す
。 

 

い
つ
で
も
来
館
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 

館
長 

宮
下 

聡
司 

1冊の本について複数人で語り合った

り、好きな本を持ちよって話をしたりと

形は様々。友人同士で企画しても良いで

すが、初対面の人同士が集まる会も開催

されています。 

聖籠町立図書館でのビブリオバトルは、 

① お気に入りの本を持ち寄って ② ひとり３分ずつ本を紹介  

③ ２分間の質問タイム ④ 全員の発表が終わったら、読みたくなった本に

投票。チャンプ本を決めます。自分が好きな本の魅力を人に語れるチャン

ス、そして新しいお気に入りに出会えるチャンスにもなります。 

絵本を子どもに読む「読み聞かせ」は、

家庭だけでなく学校などでのボランティア

活動として行われることがあり、地域の子

どもたちとの交流になります。また、本を

声に出して読む朗読は、聞く/読むどちら

でも、大人になっても楽しめます。 

読 書 会 

ビブリオバトル 

読み聞かせ・朗読 



〒957-0117 

新潟県北蒲原郡聖籠町大字諏訪山 1560番地 1 

電話番号：0254-27-6166 FAX：0254-27-6167 

みんなの本を大切に！～本が泣いています～ 
 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  ～おすすめの本 募集しています！ 

あなたが図書館で出会った素敵な本を、他の人にも紹介してみませんか？ 題名と著者とコメントを紙に書い

て図書館へお寄せください。 

 

図書館の本は、利用する人みんなの財産です。次に借りる人がいる事や、 

図書館の本は何年、何十年と読み継がれていく事を考えて扱いましょう。 

～こうなると、もう貸出できなくなるかも！？～ 

× 本を濡らす（水やコーヒー、醤油などを本にこぼす、お風呂で読む等） 

× 書き込みをする（お子さんの落書き・マーカーで印をつける等） 

× 本を破く、壊す（破ったところをセロハンテープでとめないで！） 

× 香水やタバコなど、においの付くものと一緒に保管する 

他にも ×ペットがかじってしまった！ ×鍋敷きのかわりにして、焦がしてしまった！  

×特定の記事などが切り抜かれている！…など、悲しい思いをした図書館の本たちがいます。

破損してしまった場合は、修理できる可能性がありますので、職員にお知らせください。 

「注文をまちがえる料理店」 

小国 士朗／作、あさ出版 

 

認知症を抱える人が接客するレストランな

んて無理だと思うかもしれませんが、実際に

あったお話です。注文を間違えてしまっても

「まぁ、いいか」。 

お客さんもスタッフも 

おおらかな心でいられる 

のが素敵だと思いました。 

（図書館員 Kより） 

今号のおすすめ本 
『ほんのまち』を愛する図書館員のおすすめの本を

ご紹介します！読む本に迷ったときに参考にして

みてください。 

「ぼくの弱虫をなおすには」 

K・Lゴーイング/作、徳間書店 

 

4年生を修了したゲイブリエルは、自分を

苛める上級生と同じ校舎になるのが嫌で「絶

対に 5年生にはならない」と言い張ります。

そんな彼に、親友のフリータは夏休みの間に

怖いものを一つずつ克服 

しようと提案します。 

果たして 38個もある 

「ぼくのこわいもの」 

リストをすべて消すこと 

はできるのでしょうか？ 

（図書館員Oより） 

↑破かれた本 

↑バーコードをはが

されてしまった本 


